
 「今日も大漁だ！」

統計の日

平成 24 年度　南房総市決算報告

教育の日の行事
電話予約型乗合タクシーが便利になりました
（三芳地区・丸山地区）　

2013201310
91

広
報
広
報

　岩井海岸で「秋の部　地引き網」が始まりました。沖に仕掛けた網を手繰り寄せ、網にかかったイナダやアジなどが、
元気に飛び跳ねる姿を見ると、参加者からは、歓声があがりました。
　獲れた魚は、その場で調理し、新鮮な海の幸を満喫しました。 
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と
き　

11
月
16
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
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午
後
３
時
40
分
ま
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（
正
午
開
場
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丸
山
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学
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体
育
館

内
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・
式
典　

教
育
功
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彰
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事
業
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百
文
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ピ
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（
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ス
有
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。
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、
８
ペ
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給
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ス
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ラ
ン
参
加
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だ
さ
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師
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ル
―
―
―

　

１
９
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９
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羽
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１
９
８
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日
本
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科
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学
新
潟
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長
岡
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科
医
院
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務
後
、

１
９
８
６
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ひ
ま
わ
り
歯
科
医
院
開

業
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小
学
生
の
頃
に
、
心
臓
病
が
見
つ
か

り
、
そ
の
後
、
子
宮
内
膜
症
・
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
・
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瘍
に
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膜
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と
３
か
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・
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演
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（
歯
科
医
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ー
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い
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※
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場
無
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車
場
あ
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教
育
総
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☎
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―
２
９
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１　
　

※ 

丸
山
給
食
セ
ン
タ
ー
の
給
食
レ
ス
ト
ラ

ン（
給
食
試
食
会
）を
希
望
し
た
人
は
丸

山
中
学
校
が
会
場
で
、
午
前
11
時
30
分

ど
、
多
く
の
病
気
を
経
験
。

　

24
歳
で
食
事
療
法
と
出
会
い
、
病
気
と

共
存
し
な
が
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も
、
27
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で
歯
科
医
院
開

業
、
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で
医
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ら
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不
可
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れ
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現
在
も
糖
尿
病
・
心
臓
病
と
共
存
中
。

　

講
演
で
は
自
分
の
病
気
の
経
験
を
通
じ

て
、
多
く
の
人
た
ち
に「
歯
と
食
事
」「
噛

む
こ
と
の
大
切
さ
」を
伝
え
て
い
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。

　

ま
た
、
昨
年
講
師
に
招
い
た
幕
内
秀
夫

さ
ん
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代
表
を
務
め
る「
学
校
給
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と
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ど
も
の
健
康
を
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え
る
会
」新
潟
支
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に

も
所
属
し
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給
食
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。
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科
医
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え
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方
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ら
し
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＿
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。

　

市
で
は
市
民
が
教
育
の
大
切
さ
や
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
、
市

民
が
主
体
と
な
る
教
育
の
充
実
し
た
市
を
築
く
日
と
し
て
、
毎
年
11
月
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第
３
土
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日

を「
南
房
総
市
教
育
の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は「
つ
な
げ
よ
う　

南
房
総
」を
テ
ー
マ
に
、
11
月
１
日（
金
）か
ら
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日
）ま

で
を「
南
房
総
市
教
育
の
日
」強
調
期
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と
し
て
、
中
央
行
事
を
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じ
め
、
授
業
公
開
や

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
文
化
祭
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
行
事
を
各
地
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で
行
い
ま
す
。

　

今
年
の
中
央
行
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は
、
昨
年
に
続
い
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、
ご
飯
給
食
と
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ど
も
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康
に
つ
い
て
考

え
る
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会
と
す
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た
め
、
歯
科
医
師
の
鈴す
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木き

公き
み
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さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
食
に
よ
る
健

康
と
南
房
総
市
の
ご
飯
給
食
に
つ
い
て
の
講
演
を
予
定
し
て
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ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
こ
れ
ら
の
行
事
に
参
加
し
て
、
南
房
総
市
の
教
育
を
改
め
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

つ
な
げ
よ
う 

南
房
総

｢

南
房
総
市
教
育
の
日｣

中
央
行
事

鈴木公子さん

11
月
1
日(

金)

か
ら
11
月
17
日(

日)

は

「
南
房
総
市
教
育
の
日
」
強
調
期
間
で
す



2013年10月号　 3

地域の皆さんの参加・来校をお待ちしています
　幼稚園、小学校、中学校で、授業公開、ミニ集会、音楽発表会、児童・生徒・保護者・地域の皆さん
の参加による学習発表や、ふれあい学習などを行います。　
　※日程の都合上、「教育の日」強調期間外に開催される行事もあります。

教育の日　学校教育行事　問　子ども教育課　☎４６－２９６６

実施団体 行事名 期日・期間 時間・場所 行事の内容

富浦中学校

教育ミニ集会
家庭教育学級

10月22日（火)
13:30～ 15:30
体育館

・ 講師を招き、「子育て」について
学ぶ

合唱コンクール 10月25日（金）
13:30～ 15:30
体育館

・ 各クラスによる合唱発表（課題曲・
自由曲）

カルチャー講座 11月１日（金)
13:30～ 15:30
中学校ほか

・ 地域で文化活動をしている方々を
講師に学校では学べない多様な文
化活動を体験

職場体験学習
11月６日（水）

～
11月７日（木）

8:00～ 16:00
学区内ほか

・地域の職場や事業所にて職場体験

富山中学校

校内文化祭 10月25日（金）
13:00～ 15:30
体育館

・伝統舞踊「里見八犬伝」
・英語スピーチ発表
・「富山学」についての発表
・合唱（全校合唱、学年合唱）
・吹奏楽部発表

授業練磨の日 11月７日(木)
10:00～ 10:50
11:10～ 12:00

・授業展開Ⅰ
社会、英語、数学、道徳

・授業展開Ⅱ　
保健体育、理科、音楽、特別支援

三芳中学校

校内文化祭 10月26日（土）

9:00～
体育館

・生徒発表（英語スピーチほか）
・作品展示（授業で作成したものほか）
・芸術鑑賞会（木更津総合高校吹奏
楽部演奏会）

13:35～
三芳農村環境改
善センター

・合唱コンクール
・閉会セレモニー

思春期健康教室 11月13日（水）
10:30～ 15:15
中学校

・同愛記念病院助産師　鎌田艶子さん
による命・性・健康などの特別授業

職場体験学習
11月13日（水）

～
11月15日（金）

8:00～
学区内ほか

・地域の職場や事業所にて職場体験

〈中学校〉
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実施団体 行事名 期日・期間 時間・場所 行事の内容

三芳中学校

フリー参観日 11月30日（土） 8:30～ 12:00
各教室 ・各学級授業参観

教育ミニ集会 11月30日（土） 13:30～ 14:30
三芳中学校体育館

・講演会「三芳地域の災害を考える」
　～地震・津波の被害から～
　 講師　県中央博物館分館海の博物
館　主任上席研究員本吉正宏さん

※小中学校、幼稚園合同開催

白浜中学校

校内文化祭 10月26日（土）
10:30～ 12:00
白浜フローラル
ホール

・各クラスの合唱発表
・有志によるグループ発表
・技術家庭科作品の展示

次代を担う子ども
の文化芸術体験事
業オペラ鑑賞会

10月31日（木） 13:00～ 14:55
体育館

・ オペラシアターこんにゃく座によ
るミュージカル公演「森は生きて
いる」
・ 生徒参加型による表現活動や合唱
指導の展開

ちば「授業練磨の
公開日」事業 11月1日（金） 11:40～ 15:20

各教室、体育館

・要請訪問
・ 研修計画に基づいた「思考力・表
現力」を高める研究事業の展開

第１学年ヘルスサ
ポーター２１ 11月13日（水） 13:30～ 15:20

調理室

・ 保健推進員の指導のもと栄養バラ
ンスについて学習する
・ 地域食材ヒジキを使ったチーズ入
り焼きおにぎりを調理する

千倉中学校

校内文化祭 10月25日（金） 11:15～ 15:00
体育館

・吹奏楽部の発表
・英語スピーチ発表
・校内合唱コンクール
・千倉町内コーラス発表

職場体験学習
11月12日(火)

～
11月14日（木）

8:00～ 16:00
学区内 ・地域の職場や事業所にて職場体験

家庭教育学級 11月14日（木） 14:30～ 15:30
体育館

・ 講演会「サイバー犯罪から身を守
る」講師　館山警察署生活安全課

丸山中学校

校内文化祭 11月2日（土） 9:30～ 15:50
各教室

・カルチャー講座
・合唱コンクール
・生徒作品の展示
・英語スピーチ発表

教育ミニ集会 11月2日（土） 16:00～ 17:00
体育館

・ミニ集会
テーマ「丸山の子どもたちを育
てよう」

丸山・和田交流学習
（宿泊学習）

11月13日（水）
～

11月14日（木）

大房岬少年自然
の家

・ 丸山中および和田中の 2 年生が
宿泊を伴う交流学習を行う

　※丸山・和田合同行事

〈中学校〉
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実施団体 行事名 期日・期間 時間・場所 行事の内容

丸山中学校
音楽鑑賞会
次代を担う子ども
の文化芸術体験

11月21日（木） 13:30～ 14:40
・ オーケストラの演奏による音楽鑑
賞会　札幌交響楽団

和田中学校

職場体験学習
10月31日（木）

～
11月1日（金）

8:00 ～ 17:00
学区内ほか

・ 地域の職場や事業所にて 2 年生
が職場体験

花いっぱい運動
独居老人宅訪問

11月11日（月）
15:00 ～
学区内

・ 学校で育てた花の苗を全校生徒が
学区内の独居老人にプレゼント

和田・丸山交流学
習（宿泊学習）

11月13日（水）
～

11月14日（木）

大房岬少年自然
の家

・ 和田中および丸山中の 2 年生が
宿泊を伴う交流学習を行う

　※和田・丸山合同行事

授業参観・教育ミ
ニ集会

11月15日（金）
13:30 ～ 15:50
３階多目的室

・ 授業参観
・ ミニ集会「いじめ根絶に向けて」

実施団体 行事名 期日・期間 時間・場所 行事の内容

富浦小学校 学校・家庭・
地域の輪

10月26日（土）

9:15～ 10:00
各教室 ・ 各学級学習参観

10:20～ 11:50
校庭 ・ ドッジボール大会

13:30～ 15:00
体育館

・ ＰＴＡバザー
　児童の部13:30～ 13:50
　大人の部13:50～ 15:00

11月18日（月）

13:15～ 14:00
各教室 ・ 各学級学習参観

14:15～ 15:45
体育館

・ ミニ集会
　テーマ「私にもできる家族を守る
防災講座」講師 ファシリテーター
あんどうりすさん

富山小学校 1日オープンの日
（フリー参観） 11月1日（金） 8:25～ 16:30

各教室 ･体育館

・ 授業公開
・ ミニコンサート
・ 講演会「地震・津波から子どもを
守る」

　講師　青木嘉男さん

富山幼稚園 お楽しみ会 11月15日（金） 9:30～ 11:30
幼稚園遊戯室 ・ 園児学習発表会

三芳小学校

授業公開
（フリー参観） 11月16日（土） 8:15～ 15:10

各教室

・各学級における授業参観
・ 雅楽ワークショップ（5・6年生
10:00～ 11:10）

授業参観 11月30日（土） 9:20～ 11:50
校庭 ・校内マラソン大会

〈小学校・幼稚園〉

〈中学校〉
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実施団体 行事名 期日・期間 時間・場所 行事の内容

三芳小学校
三芳幼稚園

教育ミニ集会 11月30日（土） 15:30～ 16:40
三芳中学校体育館

・講演会「三芳地域の災害を考える」
　～地震・津波の被害から～
　 講師　県中央博物館分館海の博物
館　主任上席研究員本吉正宏さん

※小中学校、幼稚園合同開催

白浜小学校 全校集会 11月6日（水）

13:30～ 14:15
体育館

・音楽集会
　 小中音楽発表会で演奏する演目を
在校生や保護者・地域住民に公開
する（壮行会を兼ねて開催）

14:30～ 16:15
体育館

・講演会「元禄津波の痕跡を探る」
　 ～地震津波から身を守る知識と避
難行動を学ぶ～

　講師　青木嘉男さん

七浦小学校 音楽鑑賞会 11月16日（土） 14:00～ 15:30
体育館

・ 地域の音楽家を中心にした楽
　団の演奏を地域住民、保護者、
　児童で鑑賞する。
・ 地域住民に七浦小学校児童の
　音楽の成果を披露する。

忽戸小学校
忽戸幼稚園

家族参観日
家庭教育学級
教育ミニ集会

11月17日（日）

10:15～ 11:00
体育館 ・ 親子レクリエーション

11:10～ 11:40
体育館

・ 講演会「歯と口の健康づくり」
　講師　学校歯科医師
　　　　小林秀幸さん

11:45～ 11:55
体育館 ・ 音楽発表

13:35～ 14:20
幼稚園保育室
小学校各教室

・ 保育参観
・ 授業参観

朝夷小学校 教育ミニ集会 11月1日（金）

13:40～ 14:00
体育館 ・ 音楽壮行会

14:10～ 15:40
体育館

・ 講演会「インターネットの正しい
使い方」

講 師　県環境生活部県民生活課子
ども・若者育成支援室  主幹

　　県警警視　長谷川勝之さん
　朝夷校PTA共催

15:50～ 16:20
各教室 ・ 学級懇談会

健田小学校 授業参観
バザー 11月16日（土）

10:30～ 11:40
幼稚園遊戯室
・各教室

・  ４、５年音楽発表
・  授業参観

13:30～ 15:00
体育館 ・ ＰＴＡバザー

南 小 学 校 南っ子祭 11月17日（日） 8:35～ 14:30
各教室 ･体育館

・ 児童の音楽発表
・ 親子ふれあい体験教室

丸 小 学 校 ミニ音楽集会 11月７日（木 ) 10:15～ 10:30
体育館 ・ 児童の音楽発表

〈小学校・幼稚園〉
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実施団体 行事名 期日・期間 時間・場所 行事の内容

丸 小 学 校 フリー参観・収穫祭 11月16日（土)
8:40～ 11:30
各教室・体育館

・各学級の授業参観
・カレー作り

丸 幼 稚 園 フリー参観 11月16日（土)
8:40～ 11:30
各保育室

・保育参観

和田小学校

校内音楽壮行会 11月7日（木）
10:30～ 10:50
体育館

・ 小中音楽発表会に向け、校内で壮
行会を開く

　 音楽発表会で演奏する演目を保護
者・地域住民に公開する

全国鯨フォーラム 11月16日（土）
15:00～ 17:40
和田コミュニテ
ィセンター

・ 鯨に関するパンフレット（6
年）、新聞（５年）を作成し、当
日、展示と紹介をする

南三原小学校 校内文化祭 11月9日（土）
8:30～ 14:30
体育館・各教室

・狂言鑑賞と実演
・地域の人による読み聞かせ会
・各学年の発表

南三原幼稚園 フリー参観 11月9日（土）
9:00～ 14:00
幼稚園保育室

・保育参観

実施団体 行事名 期日・期間 時間・場所 行事の内容

市文化協会
丸山支部 丸山地区文化祭

11月3日(日) 9:00～ 15:30
丸山公民館

・文化協会丸山支部加盟サークル
などの芸能発表、民謡、踊り、
カラオケ、フラダンス、作品の
展示、絵画、書道、生花、絵手
紙ほか

11月4日(月) 9:00～ 15:00 
丸山公民館

市文化協会 南房総市文化祭

11月9日（土） 9:00～ 16:00
富浦体育館 ・文化協会加盟サークルなどの作

品展示、絵画、書道、盆栽ほか、
うたごえバンド（合唱）の開催11月10日（日） 9:00～ 15:30 

富浦体育館

市文化協会
千倉支部 千倉地区文化祭

11月16日（土） 9:30～ 16:00 
千倉保健センター

・文化協会千倉支部加盟サークル
などの芸能発表、民謡、踊り、
カラオケ、コーラス、うたごえ
バンド（合唱）、作品の展示、絵
画、書道、生花、絵手紙ほか11月17日（日） 9:30～ 14:30 

千倉保健センター

市文化協会
白浜支部 白浜地区文化祭

11月16日（土）
9:00～ 16:00
白浜フローラル
ホール 

・ 文化協会白浜支部加盟サークル
などの芸能発表、民謡、踊り、
フラダンス、マジック、作品の
展示、書道、盆栽、俳句、幼保
園児・小中学生の作品展ほか11月17日（日）

9:30～ 15:30 
白浜フローラル
ホール

市スポーツ
推進委員連絡
協議会

南房総市軽スポー
ツ大会本大会 11月17日（日）

13:00～ 17:00
丸山運動広場、
丸山体育館

・グラウンドゴルフ、ソフトバレ
ー大会

〈小学校・幼稚園〉

〈その他関連行事〉
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実
施
会
場
・
期
間

内
房
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

と
き　

11
月
20
日（
水
）・
21
日（
木
）

　

と
こ
ろ　

三
芳
小
学
校　

朝
夷
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

と
き　

11
月
７
日（
木
）・
８
日（
金
）

　

と
こ
ろ　

白
浜
中
学
校

丸
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

と
き　

11
月
16
日（
土
）　

　

と
こ
ろ　

丸
山
中
学
校

和
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

と
き　

11
月
28
日（
木
）・
29
日（
金
）

　

と
こ
ろ　

和
田
中
学
校

時
間（
各
会
場
と
も
）

　

午
前
11
時
30
分
か
ら
午
後
１
時
ま
で

　

食
べ
終
わ
っ
た
人
か
ら
順
次
解
散

対
象

・  

南
房
総
市
の
ご
飯
給
食
を
味
わ
い
た
い

人
な
ら
誰
で
も
可
。　

・  

１
日
20
食（
先
着
順
）

※ 

16
日（
土
）の
丸
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
１
０
０
食
。

料
金　

１
食
２
９
０
円

申
込
方
法　

子
ど
も
教
育
課
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
。

　

　

子
ど
も
教
育
課 

　
　
　

☎
46
―
２
９
６
６

『給食レストラン、』参加者募集
先着20食！

昨年のようす

　肥沃な土ときれいな水が育んだ南房総市産コシヒカリ。地元の農家の皆さ
んが丹精込めて育てた新鮮な野菜。目の前に広がる豊かな海でとれた魚介類。
教育委員会では、平成２３年度から、地元でとれる食材を生かした完全米飯
給食を進めています。
　本市が目指す「日本一のご飯給食」をぜひ一度、味わってください。
（給食レストランは、学校給食センターごとに、それぞれの会場で行います）

地産地消の推進・和食中心の献立・子どもに食べさせたい食

好評につき、今年も開催します
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10月18日は　統計の日
　国や自治体では、皆さんの暮らしに役立つ政策や制度を考える
ための基礎資料を作ることなどを目的として、統計法という法律
に従って統計調査を実施しています。
　これからも、統計調査にご協力をお願いします。

　このマークは、「国の統計調
査であること」、「秘密の保護
に万全を期していることを証
明するマークです。

～統計で　みんなで見よう　時代の動き～

■
統
計
調
査
の
結
果
は
、

　
　

ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
ま
す
か

　

統
計
調
査
の
種
類
に
よ
っ
て
目
的
は
異

な
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
施
策
や

将
来
計
画
を
作
る
基
礎
資
料
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
国
勢
調
査
で
は
、
人
口
だ
け
で
な
く
少

子
化
や
高
齢
化
の
状
況
も
明
ら
か
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、
少
子
高
齢
化

対
策
や
雇
用
対
策
な
ど
の
必
要
な
対
策
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
統
計
調
査
に
答
え
る
義
務
は

　

あ
り
ま
す
か

　

国
が
、
特
に
重
要
な
統
計
と
し
て
調
査

を
行
う「
基
幹
統
計
調
査
」に
は
、
回
答
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

回
答
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
不
正
確

な
回
答
が
あ
る
と
、
調
査
の
結
果
が
実
情

と
異
な
る
精
度
の
低
い
統
計
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

■
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

　

き
ち
ん
と
守
ら
れ
ま
す
か

　

調
査
対
象
者（
回
答
す
る
人
）に
は
、
回

答
す
る
義
務
が
あ
る
一
方
、
調
査
従
事
者

（
統
計
調
査
員
や
市
職
員
な
ど
）に
は
、

調
査
で
知
っ
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
統
計
法
は
、
調
査
対
象
者
と
調
査

従
事
者
の
両
方
に
適
用
さ
れ
、
守
ら
な
い

場
合
は
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

　

統
計
調
査
票
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に

使
用
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

税
金
の
資
料
や
勧
誘
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

集
計
が
終
わ
っ
た
調
査
票
は
、
た
だ
ち

に
溶
か
さ
れ
処
分
さ
れ
ま
す
。

■
統
計
調
査
の
結
果
は

　

公
表
さ
れ
ま
す
か

　

統
計
調
査
の
結
果
は
、
各
省
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
公
表

さ
れ
ま
す
。
公
表
結
果
を
ま
と
め
た
報
告

書
は
、
情
報
推
進
課
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。

■
統
計
で
み
る
南
房
総
市

　

さ
ま
ざ
ま
な
統
計
調
査
の
結
果
か
ら
見

え
る
南
房
総
市
を
紹
介
し
ま
す
。（　

）内

の
数
字
は
、
県
内
54
市
町
村
の
中
の
南
房

総
市
の
順
位
と
調
査
年
で
す
。

国
勢
調
査
人
口　

　

４
万
２
１
０
４
人(

33
位
／
Ｈ
22)

年
少
人
口
比
率（
15
歳
未
満
）

　

９
・
３
％
（
49
位
／
Ｈ
24
）

老
年
人
口
比
率（
65
歳
以
上
）

　

36
・
９
％
（
３
位
／
Ｈ
24
）

平
均
年
齢　

53
・
５
歳（
３
位
／
Ｈ
24
）

面
積　

２
３
０
・
22
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（
５
位
／
Ｈ
24
）

人 

口
密
度　
（
１
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当

た
り
）

　

１
７
７
・
６
人（
50
位
／
Ｈ
24
）

就
業
率　

54
・
１
％
（
28
位
／
Ｈ
22
）

完
全
失
業
率　

５
・
５
％
（
45
位
／
Ｈ
22
）

交
通
事
故
発
生
件
数（
人
口
千
人
当
た
り
）

　

３
・
５
件（
32
位
／
Ｈ
24
）

火
災
発
生
件
数（
人
口
１
万
人
当
た
り
）　

　

７
・
７
件（
17
位
／
Ｈ
23
）

犯
罪
発
生
件
数（
人
口
千
人
当
た
り
）　

　

５
・
８
件（
53
位
／
Ｈ
23
）

旅
券
申
請
件
数（
人
口
千
人
当
た
り
）

　

15
・
０
件（
52
位
／
Ｈ
23
年
度
）

-

問　

情
報
推
進
課

　
　

☎
33
―
１
０
０
３

統
計
の
日
▼
日
本
で
最
初
の
近
代
統
計
「
府

県
物
産
表
に
関
す
る
太
政
官
布
告
」
が
公

布
さ
れ
た
旧
暦
の
明
治
３
年
９
月
24
日
を

太
陽
暦
に
換
算
し
た
日
。
昭
和
48
年
７
月

３
日
の
閣
議
了
解
で
定
め
ら
れ
た
。
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平成２４年度南房総市決算報告

歳
入

歳
出

　平成24年度決算が、9月の定例議会で認定されました。道路、福祉、教育など、市民生活に関わり
の深い一般会計を中心にお知らせします。一般会計の平成24年度決算は、歳入合計232億 272万 5
千円、歳出合計220億 531万 7千円で、前年度比で歳入2.1%減、歳出1.5%減となりました。

　市税は、39億1,324万円で、8,436万4千円（2.1%）の減となりました。前年度と比べ、市民税と入湯税が
増加しましたが、固定資産税、たばこ税などの減少が上回り、全体としては減となりました。また、地方交付税
は、108億1,893万4千円で、前年度比3億1,080万6千円（2.8％）の減となっています。

　経常的経費のうち、義務的経費（人件費、扶助費、公債費）に
ついては、扶助費8,664万6千円（4.3%）の増に対し、人件費
1億6,562万8千円（3.8%）、公債費1億706万7千円（3.4%）
の減がそれを上回り、前年度に比べ、1億8,604万9千円

区　　分 収入済額 対前年比
市 税 3,913,240 △ 2.1
地 方 譲 与 税 207,435 △ 6.7
地方消費税交付金 358,823 △ 3.1
地 方 交 付 税 10,818,934 △ 2.8
分担金及び負担金 149,614 2.6
使用料及び手数料 304,267 △ 1.3
国 庫 支 出 金 1,455,964 △ 16.9
県 支 出 金 1,010,419 △ 9.4
繰 入 金 476,471 △ 49.2
繰 越 金 1,350,915 7.0
諸 収 入 413,595 2.3
市 債 2,514,900 43.2
そ の 他 228,148 △ 21.6
歳　入　合　計 23,202,725 △ 2.1

区　　分 支出済額 対前年比
議 会 費 243,484 △ 10.6
総 務 費 3,220,613 △ 3.9
民 生 費 4,745,560 1.9
衛 生 費 3,131,185 △ 10.8
農 林 水 産 業 費 833,493 10.8
商 工 費 841,679 11.7
土 木 費 711,669 △ 25.7
消 防 費 1,424,177 30.7
教 育 費 2,015,458 5.8
災 害 復 旧 費 15,175 △ 74.4
公 債 費 3,006,832 △ 3.4
諸 支 出 金 1,815,993 △ 5.4
歳　出　合　計 22,005,318 △ 1.5

市税
16.9％

地方交付税
　46.6％
地方交付税
　46.6％

分担金及び負担金
0.6％

使用料及び
手数料  1.3％

国庫支出金
6.3％

県支出金  4.4％

地方譲与税
0.9％
地方消費税
交付金
1.5％

繰入金 2.1％

繰越金 5.8％

諸収入 1.8％
市債 
10.8％
市債 
10.8％

その他1.0％

衛生費
　14.2％
衛生費
　14.2％

公債費
　13.7％
公債費
　13.7％

教育費
　9.2％
教育費
　9.2％

総務費
14.6％

農林水産業費
3.8％

商工費 3.8％

土木費 3.2％

消防費 6.5％

民生費
21.6％

災害復旧費
0.1％

議会費 1.1％諸支出金  8.3％

区　　　　　分 予算現額
歳入決算額 歳出決算額 繰越事業費

繰越財源 差引残額
金　　額 収入率 金　　額 執行率

一 般 会 計 25,380,337 23,202,725 91.4% 22,005,317 86.7% 96,872 1,100,536
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 6,842,149 6,949,222 101.6% 6,427,577 93.9% 0 521,645
後期高齢者医療特別会計 497,864 493,363 99.1% 491,140 98.6% 0 2,223
介 護 保 険 特 別 会 計 4,877,071 4,819,209 98.8% 4,682,125 96.0% 0 137,084
滝 田 財 産 区 特 別 会 計 841 841 100.0% 167 19.9% 0 674
北 三 原 財 産 区 特 別 会 計 2 1 50.0% 0 0.0% 0 1
南 三 原 財 産 区 特 別 会 計 9 9 100.0% 0 0.0% 0 9
公共用地取得事業特別会計 5,303 5,303 100.0% 5,303 100.0% 0 0

合　　　　　　計 37,603,576 35,470,673 94.3% 33,611,629 89.4% 96,872 1,762,172

( 単位：千円，％）

(単位：千円，％）

(単位：千円，％）

 一 般 会 計 決 算 

（2.0%）の減となりま
した。
　投資的経費のうち、普
通建設事業は、防災行政
無線デジタル化事業、朝
夷行政センター整備事
業、和田拠点施設整備事
業、道の駅ローズマリー
公園活性化事業、白浜清
掃センター耐震補強事業
などの実施により、前年
度比2億5,627万3千円
（10.7%）の増となりま
した。
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・防災行政無線整備事業
・新火葬場建設事業
・和田拠点施設整備事業
・朝夷行政センター整備事業

■土地
■建物
■基金 (積立金 )

446万 8,269㎡
20万 9,045㎡

179億 5,629万 6千円

（単位：千円）

（単位：千円 ,%）

（単位：千円）

（単位：千円）

普通会計

企業会計

4億3,783万 2千円
3億4,736万 9千円
3億4,596万 3千円
2億8,052万 7千円

平成２５年度南房総市一般会計補正予算

市債現在高の状況

市税の徴収実績

健全化判断比率 水道事業会計に係る資金不足比率

国保病院事業に係る資金不足比率

　平成21年 4月に「地方公共団体の財政の健全化に関す
る法律」が施行されました。

　平成25年度一般会計補正予算（第4号・第５号）が可決され、予算総額は、210億 1,119万 2千円となりました。
　主な内容として、第4号（665万 6千円の追加）では、公共工事の労務単価の上昇に伴い三芳幼保一体化施設建設事
業費の増額。
　第5号（1億 9,173万 2千円の追加）では、認知症高齢者グループホーム・小規模特別養護老人ホーム開設準備経
費補助2,240万円の追加、安房中央土地改良区が実施する用排水路等整備事業負担金591万 1千円の追加、嶺南中学
校及び千倉小学校の通学支援のためのスクールバス購入8,168万 6千円の追加、千倉幼保一体化施設整備事業1,360
万 5千円の追加、富浦幼保一体化施設整備事業450万 9千円の追加、元気臨時交付金を今後の事業に活用するための
基金への積立4,654万 4千円などです。

市有財産現在高の状況 平成24年度の主な事業

比率名 平成24年度 早期健全化基準
 ① 実質赤字比率 － 12.74%
 ② 連結実質赤字比率 － 17.74%
 ③ 実質公債費比率 8.1% 　25.0%
 ④ 将来負担比率 － 350.0%

比率名 平成24年度 早期健全化基準
 ⑤ 資金不足比率 － 20.0%

比率名 平成24年度 早期健全化基準
 ⑤ 資金不足比率 － 20.0%

問　財政課　☎ 33 － 1022

一 般 会 計 28,413,457
公共用地取得事業特別会計 10,422

区　　分 収入済額 徴収率
市 民 税 1,585,965 92.4
固 定 資 産 税 1,973,720 87.7
軽 自 動 車 税 103,464 92.7
市 た ば こ 税 212,809 100.0
入 湯 税 37,283 97.7

水 道 事 業 会 計 2,442,485
病 院 事 業 会 計 10,726

項　　　目 水道会計 国保病院会計
収益的収入及び
支出

収入 1,491,805 517,463
支出 1,340,235 505,716

資本的収入及び
支出

収入 135,421 24,136
支出 550,089 228,617

※ 入湯税は、温泉組合補助金や観光協会補助金などに使
われています。また、温泉郷活性化基金への積み立て
も行っています。

公営企業会計決算

　この法律は、地方公共団体の財政の健全化に関する指標の公表制度を設け、その比率に応じて財政の早期健全化およ
び財政の再生などに必要な行財政の措置を講ずることにより、地方公共団体の財政の健全化に資することを目的として
います。
　公表することとなるのは、上記のとおり①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比率（以
下「健全化判断比率」）の4指標と⑤資金不足比率です。
　健全化判断比率のうち1つでも早期健全化基準以上となった場合は財政健全化計画を、また、資金不足比率が経営健
全化基準以上となった場合は経営健全化計画を定める必要があります。
　平成24年度の決算に基づき算定された南房総市の健全化判断比率および資金不足比率はすべて基準を下回りました。
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今
年
の
４
月
か
ら
実
証
実
験
が
始
ま
っ

て
い
る
電
話
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
三

芳
線
」・「
丸
山
線
」の
運
行
が
、
10
月
１

日（
火
）か
ら
次
の
①
〜
③
の
と
お
り
改
定

さ
れ
、
よ
り
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
　

丸
山
線
の
終
点
が「
道
の
駅
鄙ひ

な

の
里
」

　

従
来
の
予
約
は
利
用
日
の
７
日
前
か

ら
、
当
日
利
用
便
の
始
発
時
刻
１
時
間
前

ま
で
の
受
付
で
し
た
が
、
期
限
が
延
長
さ

れ
、
当
日
利
用
便
の
始
発
時
刻
30
分
前
ま

で
受
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
予

約
状
況
な
ど
に
よ
り
、
多
少
迎
え
の
時
間

が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　

な
お
、
早
朝
便
の
予
約
に
つ
い
て
は
前

日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

円
滑
な
電
話
予
約
を
行
う
た
め
、
原
則

と
し
て
利
用
者
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、
企
画
政
策

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

三
芳
線
は
、
富
山
国
保
病
院
か
ら
三
芳

地
区
全
域
を
経
由
し
、
安
房
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
、
ス
ー
パ
ー
と
き
わ
や
、
Ｊ
Ｒ
九

重
駅
ま
で
を
運
行
し
ま
す
。

　

丸
山
線
は
、
大
井（
酪
農
の
さ
と
）か
ら

か
ら「
安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
」ま
で
延

伸
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
三
芳
線
」・「
丸
山
線
」の
九
重
方
面
の

便
に
早
朝
便
が
新
た
に
設
定
さ
れ
、
安
房

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
通
院
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

丸
山
地
区
全
域
、
Ｊ
Ｒ
南
三
原
駅
、
Ｊ
Ｒ
千

歳
駅
、
三
芳
地
区
の
一
部
を
経
由
し
、
安
房

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で
を
運
行
し
ま
す
。

　

乗
降
場
所
に
は
、
左
の
よ
う
な
標
識
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

初
乗
料
金
が
２
０
０
円
で
、
原
則
と
し

て
１
地
区（
旧
町
村
単
位
）乗
り
越
す
た
び

に
１
０
０
円
加
算
と
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
三
芳
地
区
か
ら
九
重
ま
で
は
３
０
０

円
か
か
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
や
、
こ
れ
ら

の
人
を
介
助
す
る
人
、
公
安
委
員
会
が
発

行
す
る
運
転
免
許
経
歴
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
は
２
分
の
１
の
額
と
な
り

ま
す
。

①    安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で

延
伸（
丸
山
線
）

③  

予
約
期
限
が
１
時
間
前
か
ら
30

分
前
ま
で
に

ま
ず
は
利
用
者
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
！

② 

早
朝
便
が
増
便

運
行
ル
ー
ト
は
？

利
用
料
金
は
？

各路線の運行ルートイメージ図

標識例
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始
発
時
刻
と
終
着
時
刻
は
次
の
と
お
り

で
す
。
電
話
予
約
が
あ
っ
た
場
合
に
、
指

定
さ
れ
た
乗
降
場
所
の
み
を
運
行
し
ま
す

の
で
、
予
約
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
多
少

お
迎
え
の
時
間
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

ご
利
用
に
は
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

（
受
付
時
間
は
午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後

６
時
ま
で
）

●
三
芳
線　

☎
20
―
４
５
６
６

●
丸
山
線　

☎
20
―
４
５
７
７

　

利
用
方
法
は
下
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

問　

企
画
政
策
課　

☎
33
―
１
０
０
１

時
刻
表
は
？

予
約
は
？

利用のイメージ

三芳線（平群→三芳・九重方面）

三芳線（九重・三芳→平群方面）

丸山線（大井→南三原駅・千歳駅・安房地域医療センター方面）

丸山線（安房地域医療センター・千歳駅・南三原駅→大井方面）

時刻表

早朝便 2便 4便 6便 8便 10便 12便
土休日運休 土休日運休 土休日運休 土休日運休

富山国保病院 7：35 9：15 10：00 11：25 12：40 13：40 16：00

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

九重 8：25 10：05 10：50 12：15 13：30 14：30 16：50

1便 3便 5便 7便 9便 11便 13便
土休日運休 土休日運休 土休日運休 土休日運休

九重 鄙の里8：35 鄙の里8：50 10：35 11：20 12：50 15：00 17：20

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

富山国保病院 9：15 9：30 11：25 12：10 13：40 15：50 18：10

早朝便 1便 3便 5便 7便 9便
土休日運休 土休日運休 土休日運休

大井（酪農のさと） 7：35 8：40 9：25 11：20 12：15 14：05

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

安房地域医療センター 8：40 9：45 10：30 12：25 13：20 15：10

2便 4便 6便 8便 10便
土休日運休 土休日運休

安房地域医療センター 9：45 10：50 13：00 15：20 17：30

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

大井（酪農のさと） 10：50 11：55 14：05 16：25 18：35
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日
本
が
長
寿
社
会
と
言
わ
れ
て
久
し
い

で
す
が
、
多
く
の
市
町
村
で
住
民
３
人
の

う
ち
１
人
は
、
65
歳
以
上
と
い
う
時
代
を

迎
え
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
度
に
は
、
認

知
症
の
人
が
全
国
で
３
０
０
万
人
を
超
え

「
高
齢
者
の
10
人
に
１
人
が
認
知
症
」と

い
う
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。

　

南
房
総
市
に
お
い
て
も
65
歳
以
上
が
10

人
い
る
と
そ
の
う
ち
、
１
・
６
人
が
介
護

保
険
制
度
に
お
け
る「
要
支
援
」ま
た
は

「
要
介
護
」の
認
定
を
受
け
て
い
る
現
状

で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
認
定
を
受
け
る
人

の
割
合
は
、
80
歳
代
で
は
７
割
、
90
歳
以

上
で
は
８
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
は（
若
者
に
は
気
づ
か

な
い
）さ
ま
ざ
ま
な
生
活
上
の
障
害
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
加
齢
と
と
も
に

視
力
が
低
下
し
た
状
態
で
、
細
か
い
字
が

た
く
さ
ん
書
か
れ
た
手
紙
が
届
い
た
場

合
、
読
ん
で
理
解
す
る
こ
と
は
、
大
変
困

難
を
伴
う
と
思
い
ま
す
。「
誰
か
に
読
ん
で

も
ら
っ
て
、
内
容
を
説
明
し
て
欲
し
い
」

と
思
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

高
齢
の
一
人
暮
ら
し
な
ど
に
限
ら
ず
、

る
を
得
な
く
な
り
独
居
・
高
齢
世
帯
の
方

が
増
え
て
き
た
」な
ど
、
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
も
の
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
事
ば
か
り
に
目

が
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
す
た
め
に
は「
ち
ょ
っ
と
し
た
支
援

が
あ
れ
ば
良
い
の
に
」と
感
じ
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
が
気
づ
い
て

い
な
い
だ
け
の
地
域
の
ち
ょ
っ
と
し
た
支

援
や
繋
が
り
、
大
き
な
表
現
を
す
れ
ば

「
魅
力
」が
あ
る
こ
と
も
感
じ
ま
す
。

　

日
本
中
で
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」で

す
が
、
私
自
身
も
フ
ァ
ン
の
一
人
で
毎
日

欠
か
さ
ず
見
て
い
ま
す
。
ド
ラ
マ
の
中
で

は（
誇
張
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
）困
っ
て

い
る
人
や
悩
ん
で
い
る
人
が
い
る
と
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
声
を
か
け
た
り
、
駆
け

つ
け
て
一
緒
に
寄
り
添
っ
て
あ
げ
た
り
、

暖
か
く
見
守
っ
て
あ
げ
た
り
し
て
い
る
場

面
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ド
ラ
マ
と
は
言
え
、
困
っ
て
い
て
助
け

ら
れ
て
い
た
人
が
、
次
に
は
助
け
る
側
に

回
っ
て
い
た
り
と
、
さ
り
げ
な
い「
お
互

誰
で
も
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
に
な
る
こ

と
が
当
た
り
前
の
社
会
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
あ
る
南
房
総
市
の
潜
在
的
な
力
・
魅
力

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
や

予
防
、
成
年
後
見
制
度
や
高
齢
者
の
虐

待
・
医
療
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
ど
こ
に

相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
、
身

近
に
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
各
市
町
村

に
設
置
さ
れ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

日
々
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
サ
ー

ビ
ス
の
紹
介
や
手
続
き
に
つ
い
て
の
説
明

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
の
相
談
で

は
解
決
で
き
ず
、
継
続
的
に
関
わ
り
一
緒

に
解
決
策
を
考
え
る
事
が
大
半
で
す
。

　

そ
ん
な
日
々
の
相
談
を
振
り
返
る
と
、

つ
い「
買
い
物
が
で
き
る
お
店
が
少
な
く

な
っ
て
き
た
」「
子
ど
も
が
遠
方
に
住
ま
ざ

い
様
」と
い
っ
た
相
互
の
関
係
の
展
開
を

見
て
い
る
と
心
が
温
ま
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
、
相
談

を
受
け
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
ね
る
と
、
声

を
か
け
に
訪
れ
て
く
れ
る
近
所
の
人
、
ま

た
時
に
は
そ
の
人
に
対
し
高
齢
者
が
気
遣

い
さ
れ
て
い
る
場
面
に
会
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
南
房
総
市
の
地
域
に
あ
る
潜

在
的
な
力
・
大
き
な
魅
力
の
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。

支
え
ら
れ
た
り
支
え
た
り
し
合
う
地
域
・

人
間
関
係
作
り

　

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
の
中
に
は
、
今
の
南

房
総
市
の
弱
い
部
分
を
反
映
し
て
い
る
も

の
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
行

政
や
専
門
職
だ
け
で
は
十
分
に
解
決
で
き

な
い
問
題
も
あ
り
ま
す
。
日
々
の
相
談
か

ら
感
じ
た
こ
と
を
市
や
社
会
福
祉
協
議

会
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
、
何
よ
り

住
民
た
ち
と
共
有
し
、
対
応
を
話
し
合
っ

て
い
け
ば
、
強
い
南
房
総
市
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

何
ら
か
の
支
援
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
社
会

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
ブ
丸
山　

川　

名　

真　

啓
さ
ん
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な
こ
と
を
話
し
合
い
、
具
体
的
な
仕
組
み

作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
行
政
、
専

門
職
と
そ
う
で
な
い
人
、
立
場
は
違
っ
て

も
時
に
は
支
え
、
時
に
は
支
え
ら
れ
る
地

域
・
人
間
関
係
作
り
が
根
幹
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
ひ
と
り
一
人
か
ら

の
介
護
な
ど
の
相
談
に
真
摯
に
向
き
合
い

な
が
ら
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
人

た
ち
と
一
緒
に
南
房
総
市
を
良
い

地
域
に
す
る
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問　

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

内
房
地
区（
富
浦
・
富
山
・
三
芳
）

　

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
イ

リ
ス
の
里

　

☎
20
―
４
０
６
０

外
房
地
区（
白
浜
・
千
倉
・
丸

山
・
和
田
）

　

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
ブ

丸
山

　

☎
40
―
１
２
７
７

15

　

そ
の
一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
健
康

支
援
課
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
事

務
局
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
が
参
加
し
て
話
し
合
う「
地
域

ケ
ア
会
議
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
認
知
症
の
人
も
安
心
し
て
住
め

る
地
域
づ
く
り
、
災
害
発
生
時
に
福
祉
施

設
で
の
対
応
が
必
要
な
高
齢
者
を
円
滑
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

　

昨
年
８
月
か
ら
今
年
７
月
ま
で
の
間
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
人
へ
、「
介
護

保
険
給
付
費
通
知
」を
10
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。

　

内
容
は
、
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

名
、
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
、
サ
ー
ビ
ス
費
用

合
計
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
、

通
知
書
が
届
い
た
こ
と
に
よ
る
必
要
な
手

続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

健
康
支
援
課　

　
　

☎ 

36
―
１
１
５
２

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
額
が
、
平
成
25

年
10
月
分
か
ら
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま

し
た
。

改
定
後
の
支
給
額（
月
額
）

・
全
部
支
給　
　
　
　

４
万
１
１
４
０
円

・
一
部
支
給　
　
　
　

９
７
１
０
円
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
万
１
１
３
０
円

※ 

子
の
加
算
額（
第
２
子　

５
０
０
０
円
、

第
３
子
以
降　

３
０
０
０
円
）に
つ
い

て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

支
給
額
は
、
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の

変
動
に
よ
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

問　

社
会
福
祉
課　

　
　

☎ 

36
―
１
１
５
３

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
支
給
額

が
、
平
成
25
年
10
月
分
か
ら
次
の
と
お
り

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

改
定
後
の
支
給
額（
月
額
）

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級

　
　
　
　
　

５
万
５
０
円

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級

　
　
　
　
　

３
万
３
３
３
０
円

・
特
別
障
害
者
手
当

　
　
　
　
　

２
万
６
０
８
０
円

・
障
害
児
福
祉
手
当

　
　
　
　
　

１
万
４
１
８
０
円

・
経
過
的
福
祉
手
当

　
　
　
　
　

１
万
４
１
８
０
円

※ 

支
給
額
は
、
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の

変
動
に
よ
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

問　

社
会
福
祉
課　

　
　

☎ 

36
―
１
１
５
１

   

特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

　

   

支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

   

児
童
扶
養
手
当
の

　

  

支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

   

介
護
保
険
の
給
付
費
通
知

左からスタッフの土屋さん、大塚さん、鈴木さん、川名さん
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最
近
で
は「
お
口
の
健
康
は
全
身
の
健

康
」と
言
わ
れ
、
む
し
歯
や
歯
周
病
な
ど

が
全
身
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
、
歯
周
組
織
が
歯し

こ
う垢（
プ

ラ
ー
ク
）に
含
ま
れ
て
い
る
歯
周
病
菌
に

感
染
し
、
歯
肉
が
腫
れ
た
り
、
出
血
し
、

最
終
的
に
は
歯
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
怖

い
病
気
で
す
。

　

適
切
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
習
慣
づ
け
、

歯
周
病
や
む
し
歯
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
基
本

○
歯
み
が
き
で
歯
周
病
の
原
因
と
な
る
歯

垢
を
と
り
ま
す
。

◆ 

毛
先
を
み
が
き
た
い
所
に
確
実
に
あ
て

ま
し
ょ
う
。

　

初
め
は
鏡
を
見
な
が
ら
確
認

◆
細
か
く
動
か
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

　

 

小
刻
み
に（
５
〜
10
ミ
リ
）１
か
所
10
〜

20
回
程
度

お
口
の
中
は
、
健
康
で
す
か
？

歯
周
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

健
康
支
援
課　

☎
36
―
１
１
５
２

健
康
だ
よ
り

健
康
だ
よ
り

◆
軽
く
み
が
き
ま
し
ょ
う
。

　

 

力
を
入
れ
る
と
毛
先
が
開
い
て
歯
垢
が

落
と
せ
な
く
な
り
ま
す
。

○
歯
垢
が
残
り
や
す
い
所

◆
歯
と
歯
の
間

◆
歯
と
歯
肉
の
境
目

◆ 

奥
歯
な
ど
、
歯
ブ
ラ
シ
の
届
き
に
く
い

所

歯
周
病
と
全
身
疾
患

○
歯
の
喪
失
や
口
腔
状
態
の
悪
化
は
、
全

身
の
健
康
状
態
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
歯
周
病
を
予
防
し
、
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
、
身
体
全
体
の
健
康
維
持
に
つ
な
が

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
食
事
を
お
い
し
く

食
べ
る
た
め
に
も
、
自
分
の
歯
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。

成
人
歯
科
検
診

　

検
診
で
は
歯
ぐ
き
の
様
子
、
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
の
測
定
、
口
の
中
の
清
掃
状
態
、

む
し
歯
の
有
無
な
ど
を
検
査
し
ま
す
。

　

検
診
の
申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受

診
票
と
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
健
康
支
援
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

検
診
期
間　

11
月
１
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　

12
月
28
日（
土
）ま
で

検
診
料
金　

８
０
０
円

申
込
期
限　

10
月
31
日（
木
）

　歯周病が悪化して、歯周病
菌が血流中に流れ込み、心臓
の内膜に歯周病菌が付着する
と、心内膜炎という心臓の病
気を引き起こすことがありま
す。これは、大変危険な病気
です。さらに、狭心症や心筋
梗塞などの心臓病のリスクを
高めるとも言われています。

　食べ物や唾液が誤って肺に
流れ込むことで、口の中の細
菌によっておこる肺炎をいい
ます。
　高齢者・寝たきりの人や、
脳卒中の後遺症などで飲み込
む力が衰えてくると、発生し
やすくなります。お口の衛生
状態が悪くならないよう注意
が必要です。

　糖尿病の人は、免疫力が低下し
て、歯ぐきの炎症がおこりやすく
なるため、糖尿病が歯周病をもた
らし、悪化させるといわれていま
す。さらに、歯周病がひどくなる
と、炎症によって出てくる物質が
インスリンの血糖値をコントロー
ルする働きを妨げて、糖尿病の状
態を悪くするといわれています。

　骨粗しょう症とは、骨の密度が
減って、骨折しやすくなる病気で
す。
　骨粗しょう症の人が、歯周病に
なると、歯を支える骨が急速にや
せてしまいます。また、歯を失う
と、噛む力が衰えて食事によって
得られるカルシウムも不足し、さ
らに骨を弱くしてしまうことにな
ります。

心疾患

誤
ご え ん

嚥性
せい

肺炎

糖尿病

骨粗しょう症

年齢 生年月日

４０歳 昭和４８年４月１日～昭和４９年３月３１日

５０歳 昭和３８年４月１日～昭和３９年３月３１日

６０歳 昭和２８年４月１日～昭和２９年３月３１日

７０歳 昭和１８年４月１日～昭和１９年３月３１日

成人歯科検診対象年齢
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丹精を込めて育てている千倉のハーブ園にて

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
た

起
業
家
紹
介　

№
５

〝
ハ
ー
ブ
ち
く
ら
〞

千
倉
町
に
移
住
し
、
新
規
就
農
者
と
し
て
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
、
千
倉
と
丸
山
で
ハ
ー
ブ
栽
培
を
始
め
た「
ハ
ー
ブ
ち

く
ら
」代
表
の
佐
々
木
裕
美
さ
ん（
44
）に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

日
焼
け
し
た
ス
リ
ム
な
体
つ
き
で
、
お
嬢
さ
ん
を
思
わ
せ
る
雰

囲
気
の
佐
々
木
さ
ん
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
草
刈
機
を
積
ん
だ
状
態

で
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
現
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
見
て
、
働
き
も

の
で
あ
る
と
い
う
前
評
判
に
間
違
い
は
な
い
と
確
信
し
取
材
を

始
め
ま
し
た
。

…
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

　

大
阪
の
北
区
で
す
が
、
東
京
で
も
10
年
間
働
い
て
い
ま
し
た
。

…
い
つ
頃
か
ら
南
房
総
へ
来
ま
し
た
か
？
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

　

５
年
ほ
ど
前
に
移
住
し
ま
し
た
。
東
京
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に

勤
め
て
い
た
と
き
に
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
プ
ラ
ン
ト
に
関
わ

っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
環
境
問
題
や
食
料
問
題
を
考
え
る

よ
う
に
な
り
、自
給
自
足
生
活
を
決
心
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

南
房
総
に
は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
に
よ
く
来
て
い
て
、
暖
か
い
気

候
が
気
に
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
、
山
梨
で
ハ
ー
ブ
栽
培
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
経
験
か
ら
、
南
房
総
は
、
ハ
ー
ブ
の
栽
培

に
適
し
て
い
る
地
域
だ
と
い
う
確
信
が
あ
り
ま
し
た
。

…
ど
の
よ
う
な
事
業
を
し
て
い
ま
す
か
？

休
耕
田
を
利
用
し
て
、
ハ
ー
ブ
栽
培
や
観
光
ハ
ー
ブ
園
作
り

を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ブ
商
品
の
企
画
・
製
造
・
販
売
や
、
ハ
ー

ブ
を
利
用
し
た
ラ
ン
チ
会
・
栽
培
講
習
会
・
ア
ロ
マ
講
習
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。　

…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
ま
す
か
？

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ブ
ロ
グ
で
事
業
の
ピ
ー
ア
ー
ル
を
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

…
事
業
の
目
標
や
夢
は
？

　

ハ
ー
ブ
の
持
つ
効
果
・
効
能
の
す
ば
ら
し
さ
を
地
元
の
人
も
含

め
、
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
広
め
る
こ
と
と
、
都
会
で
の
生
活
に

ハ
ー
ブ
の
ち
か
ら
で
千
倉
が

よ
り
元
気
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す

疲
れ
た
人
が
こ
こ
で
癒
さ
れ
て
生
き
生
き
と
帰
っ
て
い
く
よ
う

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
　

ハ
ー
ブ
栽
培
が
新
た
な
特
産
物
と
な
り
、
町
中
が
良
い
香
り

に
つ
つ
ま
れ
、
彩
り
豊
か
な
「
ハ
ー
ブ
の
ま
ち
千
倉
」
と
な
る
こ

と
が
夢
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
、
会
員
も
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
】

千
倉
を
「
花
と
ハ
ー
ブ
の
ま
ち
」
に
！
と
い
う
大
き
な
目
標

を
か
か
げ
、
一
生
懸
命
農
作
業
を
す
る
姿
に
た
く
さ
ん
の
協
力
者

の
支
援
が
あ
り
ま
す
。
南
房
総
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、
千
葉
県
安

房
農
業
事
務
所
、
安
房
の
移
住
者
グ
ル
ー
プ
、
地
域
の
農
業
者
な

ど
で
す
。
そ
し
て
地
域
住
民
も
暖
か
く
見
守
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
得
て
、
夢
へ
の
道
の
り
を
歩
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

ハ
ー
ブ
ち
く
ら

☎ 

44
―
５
５
３
２

ブ
ロ
グ

http://chikuraherb.
jugem

.jp/

開墾したての畑

冬の作業風景

開発したハーブ製品
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リ
カ
の
文
化
の
違
い
を
感
じ
た
い
」、「
本
場

の
英
語
を
肌
で
感
じ
た
い
」と
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

９
月
22
日
、
千
倉
町
川
戸
地
区
で「
た
の
く

ろ
里
の
村　

秋
の
収
穫
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
人
た
ち
が
地
域
お
こ
し
に
つ
な
が
れ

ば
と
、
今
年
で
12
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
も
し
ろ
案
山
子
コ
ン
テ
ス
ト
や
模
擬
店

な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
新
米
つ

か
み
取
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
両
手
で
す
く
っ

た
分
だ
け
新
米
が
も
ら
え
る
と
あ
っ
て
、
大

勢
の
人
が
列
を
つ
く
り
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。

18

　
「
成
瀬
政
男
博
士
顕
彰
会
」か
ら
市
に
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。
寄
付
金
５
２
０
万
円
と
、

成
瀬
政
男
博
士
ゆ
か
り
の
歯
車
や
勲
章
、
書

籍
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。「
成
瀬
政
男
博

士
顕
彰
会
」の
総
意
で
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
顕
彰
会
は
、
郷
土
が
生
ん
だ「
歯
車
」

の
権
威
、
成
瀬
政
男
博
士
の
功
績
を
称
え
、

次
代
に
継
承
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
11
年
４
月
16
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
瀬
政
男
博
士
は
、
歯
車
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
り
、
博
士
の
歯
車
理
論
は
産
業
の
発

展
に
も
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
お
り
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
の
第
一
号
車
の
開
発
に
も
応
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
歯
車
研
究
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
勲
二
等
瑞
宝
章
な
ど
数
々
の
表
彰

を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
早
川
一
郎
さ
ん（
元
白
浜
町
長
）か

ら
は
、
歯
車
、
勲
章
、
書
籍
な
ど
は
、
出
身

地
で
あ
る
白
浜
地
区
の
学
校
に
展
示
を
希
望

さ
れ
て
お
り
、
寄
付
金
に
つ
い
て
は「
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
た
め
に
生
か

し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
寄
付
を
学
校
教
育
の
振
興

の
た
め
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
に
よ
り
、
富
浦
中

２
年
生
・
３
年
生
８
人
が
９
月
20
日
か
ら
28

日
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
・
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州

   

成
瀬
政
男
博
士
顕
彰
会
か
ら
市

に
寄
付

　

  

〜
学
校
教
育
の
一
助
に
と
〜

ま
ち
の
話
題
　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

海外派遣事業に参加した富浦中生徒

成瀬政男博士ゆかりの品々

 

富
浦
中
生
徒
８
人

　

 

ア
メ
リ
カ　

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で

国
際
交
流

  

た
の
く
ろ
里
の
村　

秋
の
収
穫
祭

オ
コ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル
市
へ
国
際
交
流
を
行
う

た
め
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
は
千
葉
県
と
姉
妹
提

携
を
結
ん
で
お
り
、
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
交
流
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

富
浦
中
と
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
ワ
シ
ン

ト
ン
・
ミ
ド
ル
・
ス
ク
ー
ル
は
、
隔
年
で
交

流
の
受
け
入
れ
と
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ミ
ド
ル
・
ス

ク
ー
ル
の
生
徒
を
富
浦
中
生
徒
が
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
受
け
入
れ
た
た
め
、
今
年
は
、
富
浦

中
生
徒
が
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

出
発
前
に
、
生
徒
た
ち
は
、「
日
本
と
ア
メ

おもしろ案山子コンテスト



2013年10月号　 19

　
「
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
商
品
を
注
文
し
、

代
金
を
振
り
込
み
し
た
が
、
商
品
が
届
か

ず
連
絡
も
つ
か
な
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
す
。

　

配
送
漏
れ
や
行
き
違
い
と
い
う
こ
と
も

あ
る
の
で
、
注
文
時
の
や
り
取
り
の
記
録

や
、
代
金
振
込
の
控
え
を
用
意
し
、
頻
繁

に
連
絡
を
試
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
も
業
者
と
連
絡
が
つ
か
な
か
っ

た
場
合
、
商
品
の
送
付
や
返
金
を
求
め
る

旨
を
、
配
達
記
録
を
付
け
て
書
面
で
送
り

ま
し
ょ
う
。
書
面
が
戻
っ
て
来
て
し
ま
っ

た
な
ど
、
詐
欺
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、

最
寄
り
の
警
察
署
に
相
談
し
た
り
、
代
金

を
振
り
込
ん
だ
金
融
機
関
に
ト
ラ
ブ
ル
の

状
況
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

業
者
と
の
交
渉
や
、
ど
の
よ
う
な
書
面

を
送
れ
ば
よ
い
か
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

は
、
市
の
消
費
者
相
談
窓
口
で
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

一
般
的
な
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
は「
特

定
商
取
引
法
に
基
づ
く
表
示
項
目
」に
事

業
者
所
在
地
住
所
、
連
絡
先
、
販
売
責
任

者
連
絡
先
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
は
相
手
の
顔
が
見
え
ま
せ
ん
。

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
信
用
性
や
確
実
性
を

見
極
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
の
商
品
購
入

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

市
消
費
生
活
相
談

　

33
―
４
３
０
０

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

＊ 

来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

　

　

商
工
観
光
課

　
　
　
　

 

33
―
１
０
９
２

　

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　

０
４
７
―
４
３
４
―
０
９
９
９

　

 

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

＊
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

消
費
相
談
窓
口
か
ら
⑭

ネ
ッ
ト
の
口
コ
ミ
サ
イ
ト
の
評
判
を
確
認

し
た
り
、
前
も
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
電

話
番
号
に
電
話
を
か
け
た
り
、
地
図
検
索

サ
イ
ト
で
実
際
の
建
物
の
所
在
な
ど
を
確

認
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

お
電
話

く
だ
さ
い

なんでもアリさ！①

ハロウィーン Halloween
　子どものころ、私にとって一年で一番楽しい行事
と言えば10月のハロウィーンでした。仮装に、夜更
かしに、お菓子！これでときめかない子どもはいま
せん。　
　私は毎年、母に「新しいコス
チュームを作って」とおねだ
りしていました。ある年は黒
猫。ある年はセーラームーン。
そして、ピカチュウになった
年も。（当時アメリカではセー
ラームーンもポケモンも普通
のテレビで見ることができ、
人気がありました。）
　夜になれば 「トリック・オ
ア・トリート」と言い、たくさ
んのお菓子を色んな家へもら
いに行きました。毎年、弟妹
ともらえるお菓子の量の競い
合いをしました。気前の良い近所を選び、頑張って
歩けば、３kgぐらいのお菓子が収穫できます。
　その後、糖分の取り過ぎで気分が高揚している私
たちを扱わなければならない両親は大変だったので
はないでしょうか。

　As a child, Halloween was one of my 
favorite times of the year. I mean, what kid 
doesn't love costumes, staying out late, and 

of course... free candy?!
　Every year, I would beg my mom 
to make me a new costume. One 
year I wanted to be a black cat. 
Then I wanted to be Sailor Moon. 
And then... pikachu. (At the time 
in the U.S., both Sailor Moon and 
Pokemon were on TV and quite 
popular)
　At night, we went around saying 
“trick-or-treat,” gathering as 
much candy from as many houses 
as we could. Every year, it was a 
competition with my siblings to 
see who could get more candy. 

If you chose a generous neighborhood and 
worked hard to walk, you could gather about 6 
pounds.
　I'm sure parents had a tough time handling 
us sugar-high kids afterwards. 

あるハロウィーンの妹と私

南房総市国際交流員

文・訳　アリサ・ヒロイ

※広報英語版や国際交流イベントの紹介を発信しています。ぜひアクセスしてください！
　南房総みんみんネット「国際交流員：アリサ」http://civil.mboso-etoko.jp/group/detail.asp?id=127
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こ
の
事
業
で
は
、
子
育
て
世
代

の
再
就
職
を
応
援
す
る
た
め
の
給

付
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
給
付
金
も
、
20
歳
未

満
の
子
を
扶
養
し
て
い
て
、
会
社

の
閉
鎖
な
ど
、
会
社
の
都
合
で
離

職
し
た
人
が
対
象
で
す
。

　

給
付
金
は
、
毎
月
７
日
ま
で
に

申
請
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
月
内
に

支
払
い
ま
す
。

●
再
就
職
支
援
給
付
金（
求
職
中
）

　

求
職
中
の
子
育
て
を
応
援
す
る

た
め
、
失
業
保
険
な
ど
の
給
付
が

終
了
し
た
後
に
、
扶
養
し
て
い
る

子
ど
も
の
数
に
応
じ
た
支
援
金
を

給
付
し
ま
す
。

　

失
業
保
険
な
ど
の
公
的
支
援
と

の
併
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

給
付
額（
月
額
）：
１
人
目
の
子
に

３
万
円
、
２
人
目
以
降
は
１
人
当

た
り
２
万
円

●
通
勤
費
補
助
給
付
金（
再
就
職

後
）

　

遠
隔
地（
館
山
市
、
鴨
川
市
、

南
房
総
市
、
鋸
南
町
以
外
）に
再

就
職
し
、
自
宅
か
ら
通
勤
す
る
場

　

市
所
有
の
公
有
財
産（
土
地
）を

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま

す
。
売
却
予
定
地
は
２
か
所
で
す
。

購
入
希
望
者
ま
た
は
興
味
の
あ
る

人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
札
参
加
申
込
期
間

　

10
月
２
日（
水
）か
ら

　

11
月
１
日（
金
）ま
で

入
札
申
込
場
所

　

市
役
所
別
館
１  

２
階  
財
政
課

入
札
日
時　

11
月
８
日（
金
）

　

財
政
課

　
　

☎ 

33
―
１
０
２
２

  

公
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

10月の10月の

合
、
通
勤
費
補
助
の
た
め
給
付
金

を
交
付
し
ま
す
。

給
付
額（
月
額
）：
通
勤
に
か
か
る

経
費
の
う
ち
、
勤
務
先
か
ら
支
給

さ
れ
る
通
勤
手
当
を
除
き
、
不
足

分
最
大
５
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

●
単
身
赴
任
家
賃
補
助
給
付
金

　

遠
隔
地（
館
山
市
、
鴨
川
市
、

南
房
総
市
、
鋸
南
町
以
外
）に
再

就
職
し
、
単
身
赴
任
と
な
っ
た
場

合
に
家
賃
補
助
の
た
め
、
給
付
金

を
交
付
し
ま
す
。

給
付
額（
月
額
）：
家
賃
に
か
か
る

経
費
の
う
ち
勤
務
先
か
ら
支
給
さ

れ
る
住
居
手
当
を
除
き
、
不
足
分

最
大
５
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

　

交
付
対
象
や
、
必
要
な
書
類
な

ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

商
工
観
光
課

　
　

☎ 

33
―
１
０
９
２

「
消
す
ま
で
は

　
　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

　

11
月
９
日（
土
）か
ら
15
日（
金
）

ま
で
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
家
庭
や
職
場
で
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
う

 

再
就
職
支
援
給
付
金

交
付
事
業

 

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

お
し
ら
せ

富浦町原岡字富士向乙２０９番４

和田町下三原字大原３９３番７５
（旧南三原公民館跡地）

売　却　物　件 地目 面積（㎡） 最低売却価格

南房総市富浦町原岡
字富士向乙２０９番４ 宅地 194.76 4,167,864円

南房総市和田町下三原
字大原３９３番７５ 宅地 501.01 6,613,332円
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漁
業
セ
ン
サ
ス
と
は

　
「
統
計
法
」に
基
づ
く
基
幹
統
計

調
査
で
、
昭
和
24
年
に
第
１
回

目
、
昭
和
38
年
の
第
３
回
目
か
ら

は
、
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回

で
13
回
目
の
調
査
に
な
り
ま
す
。

　

漁
業
の
生
産
構
造
、
就
業
構
造

お
よ
び
漁
村
、
水
産
物
流
通
・
加

工
業
な
ど
の
漁
業
を
と
り
ま
く
実

態
を
総
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
う
調
査
で
、
水
産

行
政
の
企
画
・
立
案
、
農
林
水
産

省
が
実
施
す
る
各
種
水
産
統
計
調

査
の
基
礎
と
な
る
大
切
な
調
査
で

す
。

調
査
の
期
日

　

平
成
25
年
11
月
１
日
現
在
で
実

施
し
ま
す
。

調
査
の
対
象

　

利
潤
ま
た
は
生
活
の
資
を
得
る

た
め
、
生
産
物
を
販
売
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
漁
業
に
従
事
し
た

（
海
面
に
お
い
て
水
産
動
植
物
の

採
取
ま
た
は
養
殖
の
事
業
を
営
ん

だ
）世
帯
ま
た
は
事
業
所
で
す
。

　

自
営
漁
業
で
過
去
１
年
間
の
海

21

機
会
が
増
え
、
空
気
が
乾
燥
し
て

い
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
か
ら
火
災
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
、
火
の
用
心
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　

消
防
防
災
課

　
　

☎ 

33
―
１
０
５
２

　

三
芳
水
道
企
業
団
で
は
、
富

浦
・
三
芳
地
区
を
対
象
に
、
館
山

市
水
道
管
工
事
協
同
組
合
に
委
託

し
て
、
10
月
26
日
か
ら
１
か
月

9月26日（木）に実施されました
● Microsoft Office IME南房総市公用文作成支援辞書2013の配布について
● 南房総市初の一般競争入札による公有財産の売却について
● 全国鯨フォーラム2013南房総について

　9月定例記者会見

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索南房総市／定例記者会見
クリック

間
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
を
行

い
ま
す
。
交
換
費
用
は
無
料
で

す
。

　

交
換
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
る
お
宅
や
事
業
所
に

は
、
事
前
に
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
交
換
作
業
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
不
在
の
場
合
で

も
交
換
し
ま
す
。

身
分
証
明
書
を
確
認

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
は
、
館

山
市
水
道
管
工
事
協
同
組
合
の
組

合
員
で
あ
る
水
道
工
事
店
が
行
い

ま
す
。
交
換
作
業
の
従
事
者
は
、

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。

訪
問
販
売
な
ど
に
注
意

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
や
企
業

団
職
員
を
装
い
、
水
道
水
の
不
安

を
あ
お
っ
て
無
用
な
水
道
工
事
や

浄
水
器
な
ど
を
売
り
つ
け
る
悪
質

業
者
が
い
ま
す
。
三
芳
水
道
企
業

団
で
は
、
浄
水
器
な
ど
の
販
売
は

一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

三
芳
水
道
企
業
団　

　
　

☎ 

22
―
３
７
８
２

上
作
業
従
事
日
数
が
30
日
未
満
の

個
人
経
営
体
は
、
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

　

10
月
下
旬
か
ら
任
命
さ
れ
た
調

査
員
が
調
査
票
の
記
入
の
お
願
い

に
伺
い
ま
す
。

　

調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
員
は
、
千
葉
県
知
事
発
行

の
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。

　

情
報
推
進
課

　
　

☎ 

33
―
１
０
０
３

　

腎
臓
病
に
関
す
る
講
演
会
と
医

療
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
関
心

の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

と
き　

10
月
27
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
か
ら

　
　
　

午
後
４
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ　

京
葉
銀
行
文
化
プ
ラ
ザ

（
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
徒
歩
５
分
）

内
容　

①「
心
臓
血
管
外
科
か
ら

み
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）」

 

水
道
メ
ー
タ
ー
の
無
料
交
換

   

２
０
１
３
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

   

講
演
会　

第
26
回
「
腎
臓

病
を
考
え
る
会
」
開
催

ぼ
し
ゅ
う
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午
後
１
時
か
ら

　
　
　

午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ　

亀
田
総
合
病
院
Ｋ
タ

ワ
ー
13
階　

多
目
的
ホ
ー
ル
ホ
ラ

イ
ゾ
ン

内
容　

講
演　
「
卵
の
加
齢
」、「
体

質
改
善
に
向
け
て
の
股
関
節
と
基

礎
筋
力
評
価
」
／
手
作
り
工
房

（
リ
ー
ス
作
り
）

定
員　

50
人

申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
参
加
人
数
を
記
入
し
て
、

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

締
切　

10
月
20
日（
日
）

　

　

亀
田
総
合
病
院
不
妊
生

殖
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
―
７
０
９
２
―
２
２
１
１

　

FAX
０
４
―
７
０
９
９
―
１
２
８
７

　

電
子
メ
ー
ル

　

harm
ony.art@

kam
eda.jp

　

今
回
の
み
よ
し
探
訪
は
、
は
じ

め
に
三
坂
鹿
島
神
社
の
歴
史
を
学

び
ま
す
。
そ
の
後
、
南
房
総
市
と

の
境
に
位
置
し
、
館
山
市
の
最
高

峰
が
あ
る
、
野
々
山
へ
登
る
ウ
オ
ー

22

10月の10月の

有料広告

講
師　

医
療
法
人
沖
縄
徳
洲
会
千

葉
徳
洲
会
病
院
心
臓
血
管
外
科
部

長　

橋
本
昌
紀
さ
ん

②「
糖
尿
病
性
腎
症
と
フ
ッ
ト
ケ

ア
」

講
師　

医
療
法
人
沖
縄
徳
洲
会
千

葉
徳
洲
会
病
院
糖
尿
病
療
養
指
導

士　

石
川
美
智
子
さ
ん

③「
地
域
連
携
に
お
け
る
透
析
室

看
護
師
の
役
割
〜
在
宅
で
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
向
上
を
支
援
す
る
〜
」

講
師　

医
療
法
人
沖
縄
徳
洲
会
千

葉
徳
洲
会
病
院
透
析
室
師
長　

本

堂
稚
子
さ
ん

④
医
療
相
談
会

参
加
費　

無
料

※
先
着
１
８
０
人

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

　
　

 

千
葉
県
腎
臓
病
協
議
会

☎
０
４
３
―
２
５
６
―
４
６
６
１

　

亀
田
総
合
病
院
不
妊
生
殖
セ
ン

タ
ー
で
は
、
お
子
さ
ん
を
望
ん
で

い
る
皆
さ
ん
の
た
め
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料
。

と
き　

10
月
27
日（
日
）

ま
で

と
こ
ろ　

若
潮
ホ
ー
ル（
館
山
市

船
形
２
９
７
）

対
象
者　

県
内
在
住
55
歳
以
上
で

現
在
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
人

定
員　

15
人（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
選
考
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

受
講
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
受
講
申
込
書
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。

キ
ン
グ
で
す
。

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と

な
り
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
16
日（
土
）　

　

午
前
８
時
50
分
集
合

　

午
後
３
時
頃
解
散（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所　

み
よ
し
交
流
館（
旧

滝
田
公
民
館　

南
房
総
市
千
代
４

番
地
）

持
ち
物　

昼
食
・
飲
料
・
敷
物
・

手
袋
・
雨
具
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

で
き
る
服
装

参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
代
を

含
む
）

定
員　

40
人（
要
、
事
前
申
し
込

み
）

　

　

地
域
づ
く
り
協
議
会「
み

よ
し
」事
務
局（
三
芳
地
域
セ
ン

タ
ー
内
）　

　

☎ 

36
―
１
１
８
５

講
習
名　

講
習
№
30　

マ
ン
シ
ョ

ン
・
ビ
ル
清
掃
ス
タ
ッ
フ
養
成

期
間　

12
月
９
日（
月
）か
ら
12
月

16
日（
月
）ま
で
の
う
ち
６
日
間

時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

 

「
シ
ゴ
ー
ニ
ュ
の
会
」

　
　

 

〜
ふ
た
り
の
た
め
に
、
未
来

の
家
族
の
た
め
に
今
で
き
る

こ
と
〜

  

み
よ
し
探
訪
⑩
「
三
坂 

 　

 

鹿
島
山
か
ら
野
々
山
へ
」

  

働
き
た
い
高
齢
者
の

　

 

た
め
の
講
習
会

総人口（－23）
41,809人
男（－4）
20,027人
女（－19）
21,782人
世帯数（－4）
17,338世帯

出生 17人

死亡 50人

転入 78人

転出 68人

人口の動き（平成25年10月1日現在）

（　）内は前月比※外国人住民を含みます。
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南
房
総
市
和
田
町
で
、
い
か
に
し
て
花
作
り
が
始
ま
っ
た
か
と
言
え
ば
、

あ
る
人
物
の
お
か
げ
で
す
。

　

そ
の
人
の
名
は
、
間
宮
七
郎
平
と
言
い
ま
す
。
七
郎
平
は
、
明
治
26
年
、

現
在
の
和
田
町
花
園
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
、
こ
の
あ
た
り
は
貧
し
く
、

冬
場
は
男
が
出
稼
ぎ
に
行
く
の
が
普
通
で
し
た
。

　

勉
学
の
好
き
だ
っ
た
七
郎
平
は
、
24
歳
の
時
、
薬
剤
師
に
な
る
勉
強
に

取
り
組
み
、
薬
草
の
研
究
や
栽
培
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
観
賞
用
の
花
の

需
要
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
七
郎
平
は
大
正
９
年
か
ら
花
園
で
花
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

農
家
の
人
た
ち
に
は
、「
花
が
生
活
の
糧
に
な
る
か
」
と
笑
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
七
郎
平
は
、
自
分
を
理
解
し
、
支
え
て
く
れ
た
妻
の
死

の
悲
し
み
も
乗
り
越
え
、
熱
心
に
花
作
り
を
続
け
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
七
郎
平
の
熱
心
さ
は
、

農
業
を
営
む
多
く
の
人
た
ち
の
心
を

動
か
し
て
、
花
作
り
が
広
ま
り
、
大

正
12
年
に
は
、
和
田
地
区
に
花
組
合

が
で
き
ま
し
た
。

　

初
代
の
組
合
長
に
な
っ
た
七
郎
平

は
、
花
の
共
同
出
荷
を
始
め
る
な
ど
、

南
房
総
の
花
組
合
の
た
め
に
尽
力
し

ま
し
た
。

第 90話
生稲謹爾

「花作りの
先駆者」

和田の花畑

・ホームページアドレス
　http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter( ツイッター )アドレス
　http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
　http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
　http://www.chiba-tv.com/shicho/
　（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード ※

 ※  登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

そ
う
だ
ん

申
込
期
限　

11
月
12
日（
火
）

　

　

〒
２
６
０
―
０
０
１
３

千
葉
市
中
央
区
中
央
３
―
９
―
16

千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会

　

☎
０
４
３
―
２
２
７
―
５
１
１
２

　

FAX
０
４
３
―
２
２
７
―
５
１
９
７

　

少
額
訴
訟
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
き　

10
月
24
日（
木
）午
後
２
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ　

千
葉
地
方
裁
判
所
新
館

（
千
葉
市
中
央
区
中
央
４
―
11
―

27
）

定
員　

40
人（
参
加
無
料
）

内
容　

少
額
訴
訟
に
関
す
る
ビ
デ

オ
上
映
、
裁
判
官
に
よ
る
説
明
、

質
疑
応
答
、
施
設
見
学

申
込
方
法　

電
話
に
よ
る
事
前
予

約（
先
着
順
）

　

　

千
葉
地
方
裁
判
所
事
務

局
総
務
課

　

☎
０
４
３
―
２
２
２
―
０
１
６
５

　

 （
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
）

　

私
た
ち
の
周
囲
に
は
、
依
然
と

し
て
労
働
災
害
・
職
業
病
・
交
通

事
故
な
ど
が
多
発
し
、
多
く
の
労

働
者
が
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
時
間
過
密
労
働
に
よ

り
慢
性
的
な
疲
労
や
メ
ン
タ
ル
疾

患
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
会
で
は
、
労
災
事
故
後
の

補
償
相
談
を
は
じ
め
、
労
災
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
乗
り
、

相
談
者
の
問
題
解
決
に
あ
た
り
ま

す
。

と
き　

10
月
26
日（
土
）午
後
１
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所　

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン

タ
ー

対
応
者　

弁
護
士
・
労
働
安
全
衛

生
管
理
者
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
ほ
か

費
用　

無
料

予
約　

不
要
・
当
日
受
付

　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所

　
　

☎
０
４
３
―
２
２
５
―
４
５
６
７

  『
少
額
訴
訟
っ
て
ど
ん
な

も
の
？
』

 

労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会
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「
さ
く
ら
の
会
」
は
、
富
浦
地
区
を
メ
イ
ン
に
活
動
し

て
い
る
日
本
舞
踊
の
団
体
で
す
。
主
な
活
動
と
し
て
、
老

人
会
や
高
齢
者
施
設
へ
の
慰
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
６
年
、
安
房
地
域
在
住
の
里
見
先
生
の
指
導
の
も

と
、
発
足
し
ま
し
た
。
始
め
た
頃
は
、
手
、
脚
、
顔
が
バ

ラ
バ
ラ
で
、
１
曲
覚
え
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
徐
々

に
上
達
。
翌
年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
際
に
は
、

少
し
で
も
被
災
者
の
助
け
に
な
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
。
そ
の
後
は
、
ア
メ

リ
カ
や
韓
国
な
ど
、
海
外
公
演
も
行
い
、
日
本
の
伝
統
芸

能
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
富
浦
地
区
の
八
束
ガ
ー
デ
ン
、
ア
イ
リ
ス

の
里
へ
の
慰
問
や
、
千
倉
ゆ
ら
り
で
開
催
さ
れ
た
南
房
総

市
金
婚
式
で
も
日
本
舞
踊
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
今
年
２

月
に
は
、
南
房
総
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
「
地
域
福
祉

功
労
団
体
」
の
表
彰
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
活
動
の
励
み

に
も
な
り
ま
し
た
。

　

発
足
か
ら
20
年
近
く
た
ち
、
会
員
も
そ
れ
な
り
に
年
を

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
、
週
１
回
の
練
習

も
欠
か
さ
ず
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
活
力

に
な
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
く
ら
の
会

　
　

会
長　

石
井
政
代

　
　

☎
33
―
２
１
３
７

24

※ 

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
10
月
号

平
成
25
年
10
月
10
日
発
行

発
行　

南
房
総
市　

〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　

情
報
推
進
課　

　

０
４
７
０ 

│ 

33 

│ 

１
０
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX　

０
４
７
０ 

│ 

20 

│ 

４
５
９
６

市
民
活
動
団
体
の
紹
介 

　

〜
さ
く
ら
の
会
〜

　
　
　
　
　

代
表　

石
井
政
代　

会
員
11
人

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体

を
ご
存
じ
で
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
協
働
課　

 

33
―
１
０
０
５

　
　

 

南
房
総
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

　
　

  http://civil.m
boso-etoko.jp/

アイリスの里を慰問した時の様子


